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しんぶんを通して、人の ・平和の ・話の など限りない に出会いたい…そんな を伝えていきます。   

（生活創造応援隊 一同） 

 

  初冬の冷たい風が垣根越しに柿の木を揺らしています。 

寒そうに寄り添って揺れる度に光るその色がとても美しく見とれていました。 

甘柿だろうか渋柿かな・・・ 鳥に残しておられるのかな・・・色々と想像を 

巡らせて楽しんでいます。           生活創造応援隊 髙野 雅一 
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 今回は英賀保の古社、英賀神社にお伺いしました。 

神社に伺ったこの日（9/30）、気温は 31 度あり 

ました。地球温暖化の影響で日本は勿論、世界各地で 

豪雨、干ばつ、猛暑日が続き、異常気象としか言いよ 

うがありません。 

境内では、七五三参りや車の安全祈願が行われてい 

ました。私たちは社務所にて、木村宮司から説明を受 

けました。 

英賀は黒田官兵衛や羽柴秀吉による英賀城攻めが有 

名ですが、中世は城主三木氏による城下町で、瀬戸内舟運で賑わう交易都市、英賀御堂を中

心に寺内町として栄えた宗教都市と歴史あるところです。奈良時代に編集された「播磨風土

記」に「英賀里と称ふは、伊和大神の子、阿賀比古・阿賀比売二はしらの神、此処に在す。故、

神のみ名によりて里の名と為す」とあります。英賀という地名そのものが神社の主祭神であ

る英賀彦神と英賀姫神の神名に由来しているということでした。西暦 1400 年に城主の三木

通近が豊作を祈願する天満宮を信仰したため、英賀神社の英賀彦と英賀姫は南の地に移され

たそうですが、明治になって英賀神社に戻されて現在に至っているとのことです。 

社務所に置かれていた釣鐘について聞いてみました。 

熊野新宮大雄禅寺にあった鯨鐘が海底に沈んでいたものを、漁 

師が城主に献上し、境内に吊り下げていましたが重要文化財の指 

定を受けたので、室内で管理するようになったとのことです。 

次に、社務所を出て、境内の説明を受けました。境内の裏手に 

は今も中世の英賀城の土塀の跡が残っていました。江戸時代に建 

立された大鳥居は令和２年に新調されました。神門をくぐると広 

々とした境内で高床式の拝殿まで参道が続いています。また、秋

祭りでは各町の屋台が高床式の拝殿に上り、屋台 

練りが行われます。各町の屋台が大きく新調され 

はじめたので、拝殿入口を広くされたようです。 

本殿の東には、ご神木の竹柏（なぎ）がありま 

す。「今から 600 年前に地方を大雨が襲い、神 

社に落雷があったが、幸い竹柏に落雷して社殿は 

無事だった。」とのことです。昭和 30 年代に巨 

大な神木も命脈が尽き枯れて中は洞になりました 

が、二代目が今はその横に茂っています。主祭神 

の英賀彦神、英賀姫神は夫婦和合の神、創業経営 

の神としてご神徳があり、人々はこの竹柏の落ち葉を家庭円満のお守りや海上安全のお札に

したようです。神社では、夏祭り（7/24）に湯立て神事を行います。竹柏で湯を打ち振って

病魔を祓います。 

 

   

                        

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

中播磨の行ってみたいこんなところをご紹介 

英賀神社 
【姫路市飾磨区英賀宮町】 

 

ぶら～り町歩き
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中播磨の旬なイベント情報をお届けします！これからの暮らし方を考えたり、ふるさとの魅力

を発見したり、まずは最寄りの地域から、ぜひ参加してみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      随時イベント情報を募集していますので、掲載希望がありましたら是非お問い合わせください！       

「多様な地域に個性（ひと）が輝く中播磨」  

～つながりを通じた持続可能な 

地域づくり活動に向けて～ 

地域の皆さんと目指す将来像を描いた「中播磨地域ビジョン 2050」。 

その実現をめざし、地域づくり活動に取組む団体の実践発表や、講演会、ワークショップを行い 

ます。参加ご希望の方は下記問合せ先まで。 

 

日 時：１月 30 日（火）13:00～16:00    

会 場：姫路労働会館 ３階 多目的ホール 

【問合せ先】中播磨県民センター県民課（ビジョン担当）   

☎079-281-9198 

 

 

 

 

 

～「もったいない」を 

「ありがとう」に～ 

ご家庭で余っている食品・日用品を持ち寄り、必要としている人や福祉施設に 

配付する「フードドライブ」を開催します。ご家庭でお使いにならない食品・日 

用品がございましたらお持ちください。 

 

開 催 日：１月 31 日（水）～２月２日（金） 各日 10:00～15:00 

開 催 場 所：兵庫県姫路総合庁舎１階ロビー 

対 象 食 品：○未開封のもの   〇賞味期限まで 1 か月以上あるもの 

〇常温保存できるもの   〇製造者または販売者が表示されているもの 

〇成分又はｱﾚﾙｷﾞｰ表示のあるもの   〇日本語表記があるもの 

★アルコール(みりん、料理酒は除く)や手作りの品は対象外 

対象日用品：トイレットペーパー、ティッシュペーパー、生理用品、 

洗濯洗剤、台所洗剤、紙オムツなど消耗品 

 問い合せ先：中播磨県民センター県民課（☎079-281-9197） 

中播磨地域ビジョンフォーラムを開催します！ 

フードドライブにご協力ください！ 

中 播 磨 の地 域 づくりイベント情 報 

 

竹柏の木の北側に司馬遼太郎の『播磨灘物語』の全国で 

初めての文学碑があります。作品作りに何度も英賀神社に 

来られたようです。社務所の中庭には阿部知二の詩碑「と 

ほき代の夢みごと みやしろの庭べに はるの雨はけぶり 

て」もあります。 

清々しい時間を過ごさせていただきました。 

 

 

 

 
【生活創造応援隊】 梅本知恵子、玉谷康彦、筈井公美子 

 
竹柏と司馬遼太郎文学碑 阿部知二の詩碑 

 



令和５年 12 月号 vol.１０8 

  4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県中播磨県民センター 県民交流室 県民課（消費者センター） 
〒670-0947 姫路市北条１-９８ 兵庫県姫路総合庁舎２階 

【電話】079-281-6023 【ＦＡＸ】079-281-3015 【Ｅメール】nkharikem@pref.hyogo.lg.jp 

【消費生活相談】消費者ホットライン 188 *最寄りの消費生活相談窓口につながります。 

【ホームページ】https://web.pref.hyogo.lg.jp/chk12/shohi/shohiseikatsu.html 

消費生活情報  ～くらしに役立つ情報をお届けします～ 


